
辛
亥
革
命
百
周
年
を
記
念
し

た
「
孫
文
先
生
の
足
跡
を
訪
ね

て
」
の
ツ
ア
ー
が
10

月
16

日

（
日
）
あ
り
、
バ
ス
２
台
に
分

乗
し
て
ゆ
か
り
の
地
を
回
り
、

偉
大
な
業
績
を
偲
び
ま
し
た
。

県
日
中
協
会
主
催
。

参
加
し
た
の
は
日
中
協
会
会

員
と
中
国
人
留
学
生
10
人
、
そ

れ
に
熊
本
機
能
病
院
へ
交
流
・

研
修
に
訪
れ
て
い
た
広
西
壮
族

自
治
区
の
医
療
関
係
者
な
ど
約

80
人
。

孫
文
が
生
徒
た
ち
の
前
で
演

説
し
た
濟
々
黌
、
産
業
視
察
し

た
万
田
坑
、
宮
崎
滔
天
の
生
家

で
今
は
兄
弟
の
業
績
を
集
め
た

宮
崎
兄
弟
資
料
館
を
見
学
。
最

後
は
天
水
町
小
天
・
草
枕
交
流

館
。
こ
こ
は
中
国
革
命
の
志
士
・

黄
興
な
ど
多
く
の
同
志
が
訪
れ

た
前
田
案
山
子
の
別
邸
の
跡
地
。

孫
文
や
黄
興
の
書
も
残
っ
て

お
り
、
宮
崎
兄
弟
記
念
館
と
と

も
に
、
参
加
者
は
興
味
深
そ
う

に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

行
き
の
バ
ス
と
濟
々
黌
で
は

片
岡
正
実
・
東
海
大
教
授
が
孫

文
を
詳
細
に
説
明
。
旧
三
井
港

倶
楽
部
で
の
昼
食
に
は
前
畑
淳

治
荒
尾
市
長
も
加
わ
り
、
炭
坑

節
を
中
国
の
人
た
ち
と
一
緒
に

踊
り
、
歓
迎
ム
ー
ド
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

中
国
人
留
学
生
た
ち
は
「
長

崎
の
梅
谷
庄
吉
は
知
っ
て
い
た
。

宮
崎
滔
天
の
こ
と
は
初
め
て
知
っ

た
」
と
、
認
識
を
新
た
に
し
、

「
い
い
機
会
を
作
っ
て
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
と
感
激
し
た
様
子
で
し
た
。
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三井港倶楽部は、明治４1年に
建てられ、三井家の迎賓館と
して利用された建物。孫文一
行もここで昼食をとりました。

宮崎兄弟の生家では、安田信彦館
長自ら解説してくださいました。

済
々
黌
高
校
敷
地
内
の

歴
史
資
料
館
で
熱
心
に

見
学
す
る
参
加
者
達

当
時
最
先
端
の
技
術

を
誇
っ
た
万
田
坑

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

大
迫
力
の
少
林
寺

拳
法
演
武

炭
鉱
節
で
は
、
中
国

か
ら
の
来
日
団
も

大
喜
び
。
会
場
は
大

変
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

◎
日
時

平
成
24
年
２
月
21
日(

火)

午
後
６
時
よ
り

◎
会
場

熊
本
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル

◎
会
費

一
万
円

中
国
人
留
学
生
百
人
を
招
待
し
て
、

盛
大
に
新
年
を
祝
い
、
交
流
し
ま
す
。

多
く
の
皆
様
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。



熊
本
県
日
中
協
会
の
辛
亥
革

命
百
周
年
記
念
事
業
、
「
孫
文

ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
る
旅
」

（
高
野
正
博
団
長
以
下
21
名
）

が
11
月
11
日(

金)

か
ら
２
泊

３
日
の
日
程
で
上
海
・
南
京
の

孫
文
関
連
施
設
を
訪
れ
ま
し
た
。

一
行
は
上
海
国
際
浦
東
空
港

か
ら
貸
し
切
り
バ
ス
で
南
京
方

面
へ
。
途
中
、
江
蘇
省
の
周
荘

を
見
学
し
ま
し
た
。

周
荘
は
縦
横
に
巡
る
運
河
を

櫓
付
き
船
が
行
き
交
う
、
江
南

最
大
の
水
郷
。
民
家
の
半
分
以

上
が
明
清
時
代
に
建
て
ら
れ
た

も
の
で
、
観
光
客
を
乗
せ
た
小

さ
な
櫓
付
き
船
か
ら
、
船
頭
の

歌
声
が
聞
こ
え
て
き
て
、
情
緒

あ
る
風
景
で
し
た
。
古
い
民
家

を
利
用
し
た
土
産
物
屋
が
ぎ
っ

し
り
と
並
び
、
訪
中
団
員
は
買

い
物
、
散
策
を
楽
し
み
ま
し
た
。

夜
は
南
京
の
宿
泊
ホ
テ
ル
で

高
野
団
長
が
以
前
か
ら
交
流
を

続
け
て
い
る
南
京
中
医
医
院
の

皆
さ
ん
と
の
交
流
会
を
開
催
。

荒
尾
市
提
供
の
孫
文
と
宮
崎
滔

天
の
関
係
を
説
明
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
映
写
し
、
熊
本
と
孫
文
と
の

縁
を
説
明
し
ま
し
た
。

翌
12
日
は
、
孫
文
の
資
料
が

展
示
さ
れ
て
い
る
孫
中
山
紀
念

館
と
中
山
陵
へ
。
バ
ス
で
山
の

中
腹
ま
で
移
動
し
、
後
は
徒
歩

で
。
広
く
て
長
い
な
だ
ら
か
な

坂
を
ず
っ
と
上
っ
た
先
に
、
さ

ら
に
階
段
。
歴
代
の
ど
の
皇
帝

の
墓
よ
り
広
大
な
ス
ケ
ー
ル
の

陵
墓
で
す
。

無
錫
市
郊
外
の
中
国
で
４
番

目
に
大
き
な
湖
、
太
湖
で
は
、

遊
覧
船
で
の
ん
び
り
。
現
地
ガ

イ
ド
の
姜
さ
ん
が
日
本
語
で
歌
っ

て
く
れ
た
「
無
錫
旅
情
」
に
は

一
同
拍
手
喝
采
。

上
海
で
の
夜
は
、
上
海
在
住

熊
本
県
人
会
の
皆
さ
ん
と
の
交

流
会
を
、
今
年
10
月
に
活
動
を

始
め
た
上
海
熊
本
事
務
所
の
メ

ン
バ
ー
も
招
待
し
て
開
催
し
ま

し
た
。
同
会
と
の
交
流
会
は
、

こ
れ
で
３
回
目
。
久
し
ぶ
り
に

会
う
方
も
、
初
め
て
の
方
も
、

熊
本
人
同
士
、
和
気
藹
々
の
雰

囲
気
で
し
た
。

最
後
の
日
は
、
宋
慶
齢
陵
園

（
孫
文
夫
人
の
お
墓
が
あ
る
公

園
）
、
宋
慶
齢
故
居
を
見
学
。

上
海
孫
中
山
故
居
紀
念
館
に
は
、

荒
尾
の
宮
崎
滔
天
宅
で
の
集
合

写
真
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

孫
文
や
宋
慶
齢
が
い
か
に
中

国
で
尊
敬
さ
れ
て
い
る
か
や
、

辛
亥
革
命
に
つ
い
て
の
知
識
を

深
め
る
旅
と
な
り
ま
し
た
。
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孫
文
の
墓
室

こ
の
地
下
深
く
に
棺

が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

中山陵（孫文の墓）
訪問した１１月１２日は孫文の生誕記念
日で、多くの観光客で賑わっていた。

水
運
の
要
衝
と
し
て

発
展
し
た
周
荘

南京中医医院との交流会で
挨拶する高野正博団長（右）

宋慶齢故居 中は撮影禁止
宋慶齢陵園でガイドの説明を
聞く訪中団員ら上海国際機場賓館で上海熊本県人会との交流会

孫文故居紀念館の孫文の銅像
には、誕生日を祝う花が供えら
れていた



日
中
保
健
・
医
療
・
福
祉
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
10

月
15
日(

土)

、
崇

城
大
学
学
術
講
演
会
室
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
崇
城
大
学
・

熊
本
保
健
科
学
大
学
・
熊
本
機

能
病
院
が
立
ち
上
げ
た
、
市
民

の
健
康
を
考
え
る
会
「
Ｍ
Ｕ
Ｓ

Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
会
」
が
中
心
に
な
り

実
現
。

中
山
峰
男
崇
城
大
学
長
、
小

野
友
道
熊
本
保
健
科
学
大
学
長

が
県
日
中
協
会
の
常
任
理
事
で
、

米
満
弘
之
熊
本
機
能
病
院
理
事

長
が
同
副
会
長
で
も
あ
る
た
め
、

県
日
中
協
会
も
共
催
、
充
実
し

た
催
し
と
な
り
ま
し
た
。

米
満
副
会
長
の
ご
尽
力
で
、

中
国
か
ら
広
西
医
科
大
学
副
学

長
、
桂
林
市
衛
生
局
長
を
は
じ

め
と
す
る
、
40
人
を
超
え
る
医

療
関
係
者
が
参
加
。
本
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
大
会
長
を
務
め
た
柏
木

明
県
日
中
協
会
長
の
挨
拶
で
始

ま
り
、
基
調
講
演
は
米
満
氏
が

「
日
中
間
に
お
け
る
保
健
・
医

療
・
福
祉
の
交
流
に
つ
い
て
」
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
中
保
健
・

医
療
・
福
祉
の
現
状
と
架
け
橋
」

（
座
長

中
山
学
長
、
魏
長
年
・

熊
本
大
生
命
科
学
研
究
部
准
教

授
）
で
は
日
本
側
２
題
、
中
国

側
３
題
で
、
幅
広
い
領
域
の
発

表
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
口
演
も
両
国
か
ら
４
題

づ
つ
の
発
表
が
な
さ
れ
、
約
３

０
０
人
の
参
加
が
あ
り
、
盛
況

の
う
ち
に
終
了
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
・

抄
録
集
は
２
ヶ
国
語
で
表
さ
れ

て
お
り
、
効
果
的
で
し
た
。
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
後
、
中
国
側
参
加
者
と

県
日
中
協
会
役
員
を
は
じ
め
開

催
関
係
者
と
の
昼
食
会
が
崇
城

大
学
慶
賓
館
で
行
わ
れ
、
活
発

な
交
流
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

11
月
６
日
（
日
）
、
初
め
て

会
場
を
サ
ン
ロ
ー
ド
新
市
街
に

移
し
、
「
第
18
回
熊
本
国
際
交

流
祭
典
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
は
県
内
で
国
際
交
流
や

国
際
協
力
活
動
活
動
を
行
っ
て

い
る
団
体
で
構
成
さ
れ
て
い
る

熊
本
県
国
際
協
会
。
県
日
中
協

会
も
会
員
団
体
と
し
て
、
『
グ

ル
メ
部
門
』
と
『
パ
ネ
ル
部
門
』

に
参
加
し
ま
し
た
。

前
日
か
ら
中
国
帰
国
者
の
協

力
を
得
て
、
中
国
菓
子
の
麻
花

(

マ
ー
フ
ァ
ー)

と
肉
ま
ん
を

手
作
り
、
グ
ル
メ
コ
ー
ナ
ー
に

出
店
。
ま
た
、
当
協
会
の
活
動

紹
介
や
辛
亥
革
命
に
つ
い
て
の

パ
ネ
ル
を
作
成
し
て
ア
ー
ケ
ー

ド
内
に
展
示
を
行
い
ま
し
た
。
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会場には二つのスクリーンを用意。
日本語版と中国語版で資料を展示し
て口演が行われた。

崇城大学内の慶賓館で行われ
た昼食会。
窓からは新幹線が望めます。

パ
ネ
ル
コ
ー
ナ
ー

グ
ル
メ
コ
ー
ナ
ー

ス
テ
ー
ジ
で
は
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
た
。



県
日
中
協
会
が
業
務
委
託
を

受
け
て
い
る
、
熊
本
県
中
国
残

留
孤
児
等
対
策
協
議
会
（
三
浦

一
水
会
長
）
の
主
催
に
よ
り
、

「
中
国
帰
国
者
大
交
流
会
」
が

10
月
２
日
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
南

阿
蘇
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
交
流
会
の
開
催
は
三
年

ぶ
り
。
同
協
議
会
が
県
内
に
在

住
し
て
い
る
中
国
帰
国
者
（
日

本
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留

邦
人
と
そ
の
家
族
）
に
呼
び
か

け
、
一
二
〇
人
が
参
加
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
熊
本
市
内
と
菊
陽

町
の
二
か
所
の
集
合
場
所
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
貸
し
切
り
バ
ス
で
移

動
し
、
俵
山
交
流
館
萌
の
里
で

合
流
。
ち
ょ
う
ど
満
開
の
コ
ス

モ
ス
畑
を
散
歩
し
た
り
、
産
地

直
売
品
の
買
い
物
を
し
て
か
ら

南
阿
蘇
の
会
場
へ
。

会
場
で
は
、
バ
イ
キ
ン
グ
形

式
の
食
事
を
し
な
が
ら
、
互
い

の
近
況
や
家
族
の
こ
と
な
ど
、

久
々
の
再
開
に
語
り
尽
き
な
い

様
子
で
し
た
。

ま
た
、
０
才
か
ら
84
才
ま
で

の
幅
広
い
年
代
の
参
加
者
が
、

思
い
思
い
に
温
泉
や
カ
ラ
オ
ケ

を
楽
し
み
、
数
家
族
で
記
念
撮

影
を
す
る
人
た
ち
も
。

中
国
語
や
日
本
語
が
飛
び
交

い
、
大
き
な
笑
い
声
が
あ
ち
こ

ち
で
響
く
、
大
変
賑
や
か
な
ひ

と
時
を
過
ご
し
、
次
の
開
催
を

楽
し
み
に
会
場
を
後
に
し
ま
し

た
。
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辛
亥
革
命
か
ら
百
周
年
の

今
年
は
、
中
国
は
も
ち
ろ
ん
、

日
本
で
も
革
命
の
父
・
孫
文

を
記
念
し
た
催
し
が
開
か
れ

ま
し
た
。
孫
文
を
支
援
し
た

宮
崎
滔
天
の
生
地
・
荒
尾
市

で
は
プ
レ
・
イ
ベ
ン
ト
、
そ

し
て
本
年
の
各
種
行
事
ま
で

多
く
の
催
し
が
組
ま
れ
ま
し

た
。県

日
中
協
会
で
も
医
療
や

孫
文
と
滔
天
の
活
動
を
紹
介

す
る
企
画
を
実
施
。
参
加
し

た
中
国
の
人
た
ち
に
も
、
熊

本
と
の
深
い
か
か
わ
り
を
知

り
得
る
好
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
当
協
会
の
大
き
な
目
的

の
一
つ
を
達
成
し
た
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

来
年
は
当
協
会
の
創
立
四

十
周
年
、
日
中
国
交
正
常
化

四
十
周
年
。
こ
れ
を
記
念
し

た
事
業
を
計
画
中
で
す
。

ま
た
、
会
員
の
方
の
中
国

に
関
し
た
情
報
も
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
旅
し
て
新
発
見
し

た
り
、
思
わ
ぬ
出
来
事
な
ど

身
近
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
機
関
紙
編
集
委
員
会

・
小
串

照
彦)

編
集
後
記

満開のコスモス畑を散歩する参加者たち

ワイワイ・ガヤガヤと賑やかな会場
話がはずみます。

食
事
は
バ
イ
キ
ン
グ

何
を
食
べ
よ
う
か
な
～

ス
テ
ー
ジ
で
挨
拶
を
す
る

帰
国
者

バ
ス
に
乗
っ
て
、
さ
あ
出
発

カラオケ大好き


